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第１章 はじめに 

 

１ 計画策定の背景と目的 

美瑛町は、人々の暮らしとその自然の恵みが

調和する美しいまちです。農業が人々を魅了す

る美しい風景を創り、その空間に感動や癒しを

求めて訪れる人々が後を絶ちません。 

この景観は、北海道開拓以来、美瑛に入植し

た先人の百年以上にわたる努力により築き上

げられた生活の場であり、町民、行政、関係す

る多くの方々の相互協力によって創り出され

たものです。つまり、「人の営みにより創られ

てきた景観」であり、この美しい景観を地域資

源として位置付け、この「かけがえのない財産」

を守り育ててきました。 

本町はこれまでに、都市計画区域の拡大や電線類の地中化、

宅地開発や看板設置の際のルールづくり、携帯電話鉄塔の共同

化や道路付帯施設の修景などの景観施策を進め、丘のまちとし

ての魅力を磨いてきました。これらの取り組みを円滑に進める

ために「美瑛の美しい景観を守り育てる条例」を制定し、行為

の届出の仕組みを整備することにより、町民や事業者にも景観

形成の理解を広げてきました。 

また、日本全国の町村と共に、農山漁村の景観や文化を守り

つつ地域の自立を促す「日本で最も美しい村」連合の活動に取

り組み、びえいの丘や美瑛軟石、白金「青い池」といった地域

資源を日本全国や世界に広く発信してきました。類まれな資源

を活用することで「丘のまちびえい」ブランドを確立し、農林

業や商業といった産業の付加価値を高めることで地域経済を

発展させ、将来的に自立した地域として存続していくことを目

指しています。 

今後もこの景観が魅力的であり続け、それを次の世代に伝えていくためには、美しい景観が町

民みんなの共有財産であることを認識し、町民一人ひとりが景観づくりの担い手となり、町民、

行政、事業者が相互に協力して潤いある景観形成に取り組まなければなりません。 

これらの背景のもと、本計画は、平成２７年３月に制定された「美瑛町景観計画」の理念を継

承し、景観形成の方針や基準に基づき、市街地における街路や公園、公共施設等の公共空間の緑

化の方針やルールを明文化することで、本町らしい緑豊かで開放的な空間形成を推進するもので

す。 

【図 1-1-1】美瑛町の農村景観 

【図 1-1-2】「日本で最も美しい村」 

 連合ロゴマーク 
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公共空間のみどりの中でも特に街路樹は、景

観向上、環境保全、緑陰（※）形成、交通安全、

防災等の機能を持ち、都市的な生活環境を形成

する上で重要な役割を果たしています。 

充実した都市機能を有した環境であっても、

周辺にみどりが無い空間は寂しく感じられ、郊

外に豊かな自然環境のある本町においても、市

街地のみどりは無くてはならないものです。健

全に生育した街路樹によって、街並みに美しく

調和した潤いのある空間が形成され、それらが

町民や訪れる観光客に安らぎを与えてくれま

す。 

しかし、これまで様々な景観施策を進めてき

た本町においても、市街地の街路樹等の保全育

成にかかる指針が定められておらず、厳しい気

象環境による生育不良や過度なせん定（※）によ

って、健全な樹形（※）が損なわれた樹木や空き

植樹桝（※）が散見されます。 

本来は人々に潤いや安らぎを与えるはずのみ

どりが周辺環境と調和せず、かえって景観に悪

影響を及ぼしている場所も見られます。これら

は、街路樹の機能や緑化の目的を十分に理解せ

ず、せん定頻度を少なくするため、維持管理コ

スト縮減を優先した管理を行ってしまった結果

であり、行政として反省しなければならない点

です。 

街路樹等の市街地におけるみどりを育成し、健やかなかたちで保全するには、行政のしっかり

とした管理体制の確立と、地域住民の協力や理解が不可欠です。 

現在の街路樹等のみどりの状況を把握し、今

後の市街地における景観づくりを進める体制

を構築するため、公共空間緑化の推進や既存街

路樹等の再生に必要な基本方針となる「美瑛町

街路樹等景観整備計画」を定め、町民や本町を

訪れる多くの人々が、潤いや安らぎを覚えるこ

とのできる良好な市街地景観の創出に努めま

す。 

行政と町民の協働によって、「いつまでも暮

らしたい」「いつか住んでみたい」と誰もが感

じるような市街地景観をともに創り上げ、自然

と調和したすばらしい生活環境を「かけがえの

ない財産」として、次世代を担う子どもたちに

引き継いで行くことを目指します。 

【図 1-1-4】例：過度なせん定によって、本来の樹

形が損なわれた街路樹が散見されます 

【図 1-1-3】生育した街路樹（本町地区） 

【図 1-1-5】「美しい村づくり植樹祭」の様子 
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２ 本計画の位置付け 

（まちづくり総合計画） 

 本町は、平成28年度策定の「第５次美瑛町まちづくり総

合計画」において、まちの将来像を「豊かな自然と個性あ

ふれる文化が輝く丘のまちびえい」と定め、これからの本

町を創造するために、様々な基本目標を掲げており、市街

地緑化に関して「うるおいのある街並み空間形成」を目指

すべき姿として、都市計画全般や街路、公園・緑地等の整

備に努めています。 

（都市計画マスタープラン） 

 平成12年度策定の「第１次都市計画マスタープラン」で

は、まちづくりの目標を実現するために市街地地域整備の

基本方針を定め、市街地内の幹線道路沿線や公共施設内の

緑化整備を推進し、公園緑地と一体となった緑のネットワ

ーク形成を目指しています。 

（景観計画） 

 平成27年度策定の「美瑛町景観計画」では、公共用地や

民有地を問わず、周辺環境と調和した緑豊かな景観となる

ために必要な景観形成方針や基準を設けています。 

 

 これら上位関連計画に基づき、良好

な市街地景観の創出に向けて緑化を推

進するため、大規模な土地区画形質の

変更や工作物等の設置によって周辺環

境に与える影響が大きい公共施設につ

いて、景観計画に定める公共空間緑化

の整備方針を実現する上で必要となる

基本的事項を「美瑛町街路樹等景観整

備計画」として定めます。 

 

 

３ 適用範囲 

本計画は、美瑛町景観計画の理念に基づき、景観計画区域内で実施される全ての事業において、

美瑛町、北海道、国が管理する道路（街路）や公園・緑地、公共施設の外構等における緑化及び

街路樹等の整備や維持管理について適用します。 

ただし、国及び北海道等の機関毎に定める計画や基準等を踏まえた上で、本計画に沿って、そ

れぞれの管理者と連携を図りながら、より良い景観形成を推進します。  

特に国道２３７号線や市街地の主要道道は、交通量も多く、本町の入口ともいえる重要な路線

です。これら主要路線の良好な景観づくりには、国及び北海道の協力が不可欠です。本町の景観

を活かしたまちづくりを推進するため、行政機関が垣根を越えて一体となった取り組みを実現で

きるよう、強く連携を求めていきます。 

 

【図 1-2-1】第５次美瑛町まちづくり 

総合計画 

【図 1-2-2】関連計画の相関図 
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第２章 市街地緑化の現状と課題 

 

１ 美瑛町の概況 

本町は、北緯 43 度 35 分、東経 142 度 28 分の北海道のほぼ中央に位置し、東西を大雪山国立公

園と夕張山系に挟まれ、道北の拠点都市である旭川市に隣接しています。北には上川盆地、南に

は富良野盆地があり、東西の距離は 44 キロメートル、南北に 26 キロメートルで総面積は 677.16

平方キロメートルであり、広大な面積を有しています。 

地勢は、北海道でも類まれな起伏に富んだ丘陵地

帯を形成しており、畑のほとんどが丘陵地帯にあり、

全国的に有名な丘の景観を形成しています。その丘

陵の間をぬって美瑛川、宇莫別川、置杵牛川、辺別

川ほか数条の河川が流れ、本町の東部には標高 2,077

メートルの十勝岳をはじめ 2,000 メートル級の山々

が連なり、北海道有数の雄大な山岳景観を成してい

ます。 

気候は、寒暖の差が激しい内陸性気候で、年の平

均気温は 5.2 度、また、年間降水量は約 1,000 ミリ

メートルで四季の変化に富んだ耕作に適した気象条

件を備えています。 

主要な交通網は、旭川から浦河に至る国道２３７号線と旭川から富良野に通じるＪＲ富良野線

があり、旭川空港からは車で約 15分の近距離にあります。 

 美瑛駅が位置する市街地は、最も宅地が集積

している地区であり、本町の総人口の約７割が

この区域に居住しています。憩町などが位置す

る南西側は美瑛川を挟んで飛び地のようになっ

ていますが、市街地は美瑛川と置杵牛川に囲ま

れた平坦地にコンパクトにまとまり、市街地の

面積は約3.4平方キロメートルとなっています。

格子状の道路が骨格となった区画を基本としつ

つも、昭和中頃からの土地区画整理事業の実施

により宅地としての区画割りと細かな道路整備

がなされる中で、次第に市街地全体に宅地が集

積する現在の様相になりました。 

市街地の始めは鉄道を中心とし、農業生産物

の流通が進む中で倉庫や商店の建設が進んだこ

とにより形成されました。それゆえに、本通周辺や丸山通は商店が多く、中心市街地の骨格を成

す目抜き通りとして街並み空間を形成してきました。 

本通は、平成元年から始まった土地区画整理事業を契機として景観整備を行いました。等辺切

妻の三角屋根と美瑛軟石の使用など建物の形態的な統一に、街路樹の整備や電柱等の地下埋設、

歩道の舗装などの公共空間のデザインも行い、新たな街並みを創造しています。 

 

【図 2-1-1】美瑛町の位置 

【図 2-1-2】上空から見た市街地 
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丸山通は、美瑛駅から十勝岳に向かって伸びる道路を中心とし、商店街として栄えた目抜き通

りの一つです。店舗は減少を続けていますが、この丸山通では近代的な区画整理事業が行われな

かったため、通り沿いには様々な時代の建物が分布した趣のある街路空間を形成しています。 

 

 

２ 街路樹の定義と整備された背景 

（１）定義 

街路樹とは、道路用地の中に列状に植栽さ

れる高木（※）をいい、その中には植樹帯（※）

等の中に中木（※）、低木（※）等と併用して植

栽されるものも含みます。 

主な機能として、景観向上、環境保全（生

活環境保全、自然環境保全、地球温暖化緩和）、

緑陰形成、交通安全（交通分離、視線誘導等）、

防災等の役割を有し、これらの課題に応えて

いく上で、重要な手段として位置付けられて

います。 

 

（２）背景 

街路樹は古くは、並木、並樹、街道樹、行

道樹、道路樹、街道並木、往還並木などと言

われ、明治には道路並木、昭和に入って今日

のような街路樹という名称が使われるように

なっています。日本では、イチョウ、サクラ、ケヤキの３種類が最も多く、北海道ではナナカ

マド、プラタナス、イチョウが多い種類となっています。 

【図 2-1-3】本通地区の整備前 

   （昭和 60 年頃） 

【図 2-1-4】区画整理実施後の本通地区 

（平成 10 年頃） 

【図 2-2-1】道路緑化の機能 

出典：「道路緑化技術基準・同解説」 

（公社）日本道路協会（2016.3） 
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本町では、前述の土地区画整理事業の実施に

より宅地区画割りと合わせて町道が整備されて

おり、現在配植（※）されている街路樹について

も、その多くが土地区画整理事業によって整備

されています。 

また、都市計画公園等についても同様に土地

区画整理事業と合わせて整備されてきました。

街路樹が配置されている路線のうち、広葉樹で

はカツラ、イタヤカエデ、シラカバ等が多く、

針葉樹ではプンゲンストウヒ、キタゴヨウなど

が多く見られます。 

 

 

（３）美瑛町の街路樹の現況 

本町の市街地には、国道、道道、町道を合

わせて、計16路線に街路樹が配置されており、

平成28年度末の樹木数は約1,600本となって

います。 

また、都市計画公園が計20箇所整備されて

いるほか、役場庁舎や町民センター等の公共

施設外構にもみどりが設置されており、それ

らが郊外の自然環境と連続した緑のネットワ

ークを形成することで、市街地の各所におい

ても、緑豊かで潤いのある生活環境を提供で

きるよう努めています。 

  

 

【図 2-2-2】区画整理事業で整備された街路樹 

（平成 6 年頃） 

【図 2-2-4】環状通り線（旭町：イタヤカエデ） 

【図 2-2-3】中央通り線（幸町：カツラ） 

【図 2-2-5】丸山本町線（寿町：シラカバ） 
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①憩町 ＬＲ 植樹桝 シラカバ

②南町、栄町 ＬＲ 植樹桝 エンジュ

③寿町、本町、幸
町、中町

ＬＲ 植樹桝 カツラ

④東町、旭町 ＬＲ 植樹桝
ナナカマド、ハシド
イ

2 憩通り線 ①憩町 Ｒ 植樹帯
ナナカマド、シラカ
バ、バンクス

32 32 100.0%

3
東町３丁目線
（東町通）

①東町 ＬＲ 植樹桝 ハルニレ、カツラ 78 52 66.7%

①東町 ＬＲ 植樹桝 カツラ

②旭町 ＬＲ 植樹桝 アカナラ

5
旭町３丁目線
（旭町通）

①旭町 ＬＲ 植樹桝 プラタナス、サクラ 107 12 11.2%

6 丸山本町線 ①本町、寿町 Ｌ 植樹帯 シラカバ 70 62 88.6%

7
鉄西中央通り線
（西中央通）

①大町、北町 ＬＲ 植樹桝 イタヤカエデ 143 107 74.8%

8
鉄西通り線
（西大通）

①大町、北町 ＬＲ
植樹桝
植樹帯

プンゲンストウヒ、
メイゲツカエデ

70 66 94.3%

①大町 ＬＲ
植樹桝
植樹帯

プンゲンストウヒ、
イタヤカエデ

②北町 ＬＲ 植樹桝 イタヤカエデ

①南町、丸山 ＬＲ 植樹帯
キタゴヨウ、ヤマモ
ミジ

②本町、栄町、南
町、寿町

ＬＲ
特殊部
植樹桝

花卉類立体植栽

①南町、丸山 ＬＲ
植樹桝
植樹帯

カツラ、ニセアカシ
ア他

②丸山、寿町、幸
町、東町、原野

ＬＲ 〃
カツラ、ノムラモミ
ジ

③東町、旭町、原
野、錦町

ＬＲ 〃 イタヤカエデ

12 原野５号線 ①原野 Ｌ 植樹帯 アカマツ、サクラ 33 33 100.0%

13 東町４丁目線 ①東町 ＣＬ 中央帯 オンコ 60 59 98.3%

14
国道２３７号線
（大北通）

全区間 ＬＲ 植樹帯 ハシドイ 67 67 100.0%

15
道道天人峡美瑛線
（本通）

全区間 ＬＲ
植樹桝
植樹帯

アカナラ、コブシ、
ヤマモミジ他

283 249 88.0%

16
道道十勝岳温泉美瑛線
（美沢通）

全区間 ＬＲ 植樹桝 カツラ、サクラ 176 61 34.7%

2,259 1,619 71.7%

　注１）植樹桝及び樹木の数については、Ｈ28年9月～Ｈ29年8月までの現地調査による数値。

　注２）植樹帯の数については、植樹帯内に配植が可能な樹木数を数値化し、空き桝等を算出している。

植樹桝
等の数

現　況
樹木数

配植率

1
中央通り線
（中央通）

329 238 72.3%

番号
町道名

（街路名）
区間 位置 形式 主な樹種

9
大町北町線
（花園北町通）

136 109 80.1%

4
旭東通り線
（旭東通）

104 84 80.8%

【表2-2-6　美瑛町市街地の街路樹等現況一覧表】

合　　　　　計

10
丸山通り線
（丸山通）

151 140 92.7%

11
環状通り線
（環状通）

420 248 59.0%
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公

園

等

凡　　　例

公　　園

公共施設

そ の 他

植 樹 帯

国　　道

道　　道

町　　道

植 樹 桝

街

路

樹

【図2-2-7】美瑛町街路樹路線及び公園・公共施設位置図
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３ 現状の課題 

（１）老木化・大木化、空き桝増加による悪影響 

本町ではこれまで、昭和40年代から平成元年代に多くの道路整備が行われ、合わせて街路樹

を植栽し、都市開発が進む市街地のみどりを維持するため、道路緑化に努めてきました。 

現在では、植栽後30～40年を経過している

ものが増加しており、その一部は老木化や大

木化したものもあります。このため、根上が

り（※）、枯枝の落下や倒木による事故リスク

が増大し、道路交通の安全に影響を及ぼすと

ともに大量の落葉や民地側へのはみ出し等に

より、沿線住民の生活に支障をきたす原因と

もなっています。 

また、初期に整備された街路樹の更新時期

を迎えるなど、植え替えの検討が必要となる

時期が近い将来に訪れます。 

さらに、生育不良によって枯損が発生し、

危険木として撤去されたままとなった植樹桝

も多く、何も植えられていない「空き桝」化

した状況が至る所で見受けられます。これら

は、厳しい自然環境や土壌不良、病害虫、緑

量を極端に抑制した過度なせん定等が主な要

因として考えられます。 

あわせて、整備時に配植された樹種が、本

町の地域特性に適応しにくいものが含まれて

いることなど、そもそもの街路樹としての保

全育成が困難な場合も考えられます。 

 

（２）強せん定による樹木の不健全化と緑化機    

能の低下 

街路樹の成長や昨今の労務費等の高騰によ

り、年々、街路樹等の維持管理にかかる経費

が増大しています。 

予算上の制約もあり、維持管理コスト縮減

を優先した過度なせん定を行った結果、健全

な樹形が損なわれた樹木や、強せん定（※）に

よって緑量を抑制したことが原因で枯木が発

生するなど、周辺環境に悪影響を及ぼしてい

ます。 

【図 2-3-1】大木化した街路樹（旭町地区） 

【図 2-3-3】過度なせん定による枯木（大町地区） 

【図 2-3-2】空き桝の状況（東町地区） 
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（３）せん定技術者の不足 

せん定は、安全な道路環境を維持する上で

欠かすことが出来ません。 

せん定等の維持作業にあたっては、街路樹

の機能を十分に理解した上で、その効用を最

大限に発揮するよう適切な作業をすることが

必要となります。 

しかし、しっかりとした技術の習得がなさ

れず、知識不足のまま作業に従事している状

態が見られるなど、行政の監理監督やせん定

業務の受注業者の体制を含めて、業務にあた

る技術者の育成が急務となっています。 

 

（４）街路樹に対する意識の変化 

街路樹等の市街地のみどりを育成し、健やかなかたちで保全するには、地域住民の協力や理

解が不可欠です。 

本町では、昭和60年に「美瑛町道路河川愛護会」を設立し、町民の愛護精神を培い、恵まれ

た自然と調和した快適な生活環境を保全するための取り組みを進めてきました。 

しかし、みどりの豊かさに一定の評価があり、街路樹や植樹桝に愛着を持って管理する等、

理解を示す沿線住民がいる一方で、成長した街路樹による大量の落葉や民地側へのはみ出し等

により、街路樹の撤去及び強せん定の要望が寄せられるなど、維持管理への協力が得られにく

くなってきています。 

 

（５）公園等の樹木の繁茂 

市街地の都市計画公園等における樹木に

ついては、街路とは違い、生育環境が広く確

保される場所であることから、あるがままの

自然なみどりを感じられる空間を創出する

ため、自然樹形を活かした無せん定（※）を基

本とした管理を進めてきました。 

しかし、生育した樹木が密集し、見通しが

悪い場所や閉そく的な印象を受ける公園な

どが見受けられます。さらに、木々が混み合

うことで成長が妨げられてしまい、健全なみ

どりの生育に悪影響が出ています。 

なお、これら樹木の成長による問題は、多くの自治体で発生しており、近年は公園内の樹木

の間引き、伐採や枝打ちなどにより、樹木の生育空間を確保した開放的な公園づくりが行われ

ています。 

【図 2-3-4】道路維持作業の様子 

【図 2-3-5】密集した公園木（憩ヶ森公園） 
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第３章 市街地緑化方針 

 

１ 市街地緑化の基本的な考え方 

都市におけるみどりは、人々にやすらぎと潤いを与え、街並みに美しい調和をもたらすととも

に、安全で快適な都市空間を営む上で重要な役割を果たしています。充実した都市機能を有した

環境であっても、周辺にみどりが無い空間は寂しく感じられることから、市街地のみどりは無く

てはならないものです。なかでも道路のみどりは、景観の重要な構成要素であり、潤いのある街

並み空間を創出するもので、今や普遍のものとなっています。 

しかし、本町の現在の街路樹は、生育不良や過度なせん定等によって、不健全な樹木や空き桝

が散見されるなど、決して好ましいと言える状況ではありません。 

人々に潤いや安らぎを与えてくれるみどりが、本来の健全な役割を果たしていけるように、行

政と町民がともに市街地におけるみどりの在り方について話し合い、本町に相応しい手法を模索

しながら、官民協働によって、自然と調和した素晴らしい街並み空間の再生を目指します。 

 

（１）市街地の潤い創出 

市街地は、まちの印象を決定づける大切な

場所であることから、一定の区間で連続し、

健全な姿の街路樹は、美しい道路景観を保つ

上で重要な役割を担います。街路樹を健全な

状態に保全することで、緑陰の形成や風の通

り道の確保により良好な環境維持のための効

果も期待できます。 

本町は、市街地から少し郊外に出るだけで

豊かな自然を感じられます。これらと適切に

管理・保全された市街地のみどりを結び付け、

連続した「緑のネットワーク」を構築するこ

とで、潤いや安らぎの感じられる街並み空間

を創出します。 

 

（２）地域特性と調和した緑化 

道路緑化は、街路樹が持つ様々な機能を発揮させ、地域の特性や道路空間と調和することが

重要です。特に景観上重要な地域では、沿道景観と調和した道路緑化が求められ、商店街等の

商業系地域においては、緑陰形成や賑わい空間への憩いの提供が求められます。健全な街路樹

によって、歩車道の分離による交通安全の確保や生活環境の保全とともに、花木や紅葉木等に

より四季が演出されることで、町民に潤いが提供されます。 

こうした地域では、緑化の効果を最大限に発揮させることが特に重要であることから、街路

樹の植栽や保全に当たっては、地域特性との調和に十分留意することとします。 

【図 3-1-1】例：まちの顔となる通りには、それ 

      に相応しい街路樹が求められます 
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また、地域特性に応じて街路樹の生育環境

を十分検討し、成長した樹木が将来的に健全

に生育できるよう、環境に適した樹種を選定

する必要があります。街路樹については、高

木に限らず、中低木、花卉類、グラウンドカ

バー（※）等の植栽を検討するほか、公園や公

共施設など空間を広く確保できる場所では、

高木による緑化を基本として、市街地の緑量

確保に努めます。 

 

 

（３）適切な植栽と維持管理 

人々に潤いや安らぎを与えてくれるみどりが健全な役割を果たしていけるよう、本来あるべ

き姿への再生を図るため、植樹されていない植樹桝や植樹帯には、生育環境や各路線の状況を

勘案し、優先度の高い路線から段階的に植樹を進め、立ち枯れしている樹木については早期に

危険木として伐採し、環境に適応した樹種への植え替え等に努めます。 

公園や公共施設の樹木については、生育環境が広く確保される特性を活かして、無せん定を

基本とした管理を進めていきますが、樹木が密集して見通しが悪い場所については、施設利用

者の安全性を考慮し、間伐等を実施して開放的な空間形成を図ります。 

維持管理にあたっては、良好な道路景観や快適な環境を保持するために、樹木の健全な育成

を第一とした「整姿せん定（※）」に努めます。 

植え替えやせん定等の作業等にあたっては、街路樹の機能を十分に理解した上で、その効用

を最大限に発揮するよう適切な管理を行うため、街路樹の管理を担う建設業協会等と連携し、

作業にあたる技術者の育成を図ります。 

 

（４）官民協働による景観づくり 

街路樹等の市街地のみどりを育成し、健や

かなかたちで保全するには、行政のしっかり

とした管理体制の確立と、地域住民の協力や

理解が不可欠です。 

街路樹等による落葉等の処理は、行政と町

民が協力して市街地景観の維持にあたる必要

があるため、市街地のみどりへの愛着を醸成

し、町民みんなの共有財産として、慈しみを

持って守り育てることが重要です。 

行政と町民がともに協力し合い、官民協働

による景観づくりによって、自然と調和した

素晴らしい街並み空間の再生を目指します。 

【図 3-1-2】例：街路樹がつくる美瑛らしい沿道 

       景観がまちの魅力となります 

【図 3-1-3】例：沿道住民の参加により、まちのみど 

りへの理解や協力につながります 
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２ 緑化方針 

（１）緑のネットワークの構築 

  本町の中心市街地には、街路樹が整備された16路線に加えて、みどりの拠点となる公園緑地

等が都市計画公園20箇所、都市公園３箇所が整備されているほか、役場庁舎や町民センター、

図書館、町立病院、学校等の公共施設においても、施設外構や周辺にみどりが配植されていま

す。 

これらのみどりを体系的に結び付けることで、市街地周辺の農村地帯や河川と連続した「緑

のネットワーク」を構築し、都市機能の整った市街地に居ながらにして、美瑛らしい豊かな自

然を感じられるような生活環境の形成を目指します。 

 

（２）街路樹等の植栽すべき路線の選定方針 

  道路構造令の技術的基準に基づき、第４種第１級及び第２級の道路には、基本的に植樹帯ま

たは植樹桝を設けるものとします。（図3-2-2、図3-2-3参照） 

【図 3-2-1】市街地の「緑のネットワーク図」 
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また、その他の道路についても維持管理上支障のない個所については、必要に応じて植樹帯

または植樹桝を設けて、高木や中低木、花卉類、グラウンドカバー等の道路環境に適したみど

りを配置することに努めます。 

なお、公園や校地等に面した道路の場合、接する公共用地に十分な緑量を有し、連続した樹

木が配置されており、将来とも確実にみどりの担保がとれる区間については、画一的な配植は

行わず、これら沿道の樹木育成を互いに協力することにより、連続した緑量を確保する方法も

検討します。 

 

１）歩道幅員3.5メートル以上の道路、または、自転車歩行者道（※）幅員4.5メートル以上の道

路で維持管理上支障の無い個所であり、植樹帯及び植樹桝の標準幅員（1.5メートル）を確保

できる箇所。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）分離帯がある道路については、分離帯幅員3.0メートル以上で、植樹可能幅員が1.5メート

ル以上確保されており、維持管理を考慮した幅員が確保できる箇所。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）樹種の選定方針 

樹種の選定にあたっては、美瑛らしい市街地景観を創出するため、地域特性や交通特性、住

民ニーズに十分考慮し、決定することを基本とします。 

また、枝の伸長が早く、交通安全上の支障が生じたり、落ち葉やトゲのある枝が多い樹種な

どは、せん定サイクルを短くするなどの対応が必要なことから、維持管理コスト軽減の観点に

よる適切な樹種の選定も重要です。 

【図 3-2-2】歩道幅員と植樹帯の関係図 

【図 3-2-3】分離帯幅員と植樹帯の関係図 
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１）自生種（※）を主体として、上川地方で生育可能なもの。 

２）街路樹にふさわしい美しい樹形となるもの（ヤチダモ、カツラ等）や、陰影を形成するも

のであること。（シナノキ、オオバボダイジュ、カエデ類等） 

３）自然樹形が環境と調和し、無せん定又は自然樹形仕立て（※）で生育が可能なもの。若しく

は、せん定や整枝の頻度が少なく、自然相似樹形仕立て（※）が可能なもの。 

４）病害虫に強く、道路環境にも適応性があるもの。（土質、排気ガス、乾燥等） 

５）花が咲き、実が結実するものや、紅葉等葉色の美しいもの。 

６）北国らしい道路景観を創出し、冬のみどりを創出するもの。（トドマツ、アカエゾマツ、

プンゲンストウヒ等）ただし、常緑針葉樹は、冬季において、日陰によるアイスバーンを発

生させる恐れがあるため、交通安全上の影響を十分検討することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヤチダモ】         【カツラ】         【シナノキ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【ヤマモミジ】       【イタヤカエデ】      【アカエゾマツ】 

 

 

 

 

【図3-2-4】 

出典：「北海道の街路樹－街路樹の種類と事例集－」 

(地独)北海道立総合研究機構森林研究本部林業試験場 
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これらを踏まえ、今後、本町の街路樹として植栽していくことが望ましい樹種について、『北

海道の道路緑化に関する技術資料（案）』（出典：寒地土木研究所,2011）の「道路緑化で用い

る樹種の候補種(P.1-8)」（表3-2-6）を参考に、地域特性や住民ニーズも考慮して検討します。

さらに、樹種の選定に当たっては、表3-2-5「維持管理軽減の視点で採用を控えることが望まれ

る樹種」に記載されている樹種にも留意し、これらを総合的に評価した中で、更新時等に植栽

する樹種を選定するものとします。 

また、樹木の成長に十分な空間が確保できない場所については、中低木、花卉類、グラウン

ドカバー等の植栽を行うこととし、それらの候補種を表3-2-7に示します。 

 

【維持管理軽減の視点で採用を控えることが望まれる樹種】 

留意すべき樹種の種類 樹 種 

枝の伸びが速い樹種 ・ニセアカシア、プラタナス、ポプラ類、ネグンドカエデ、パラソ

ルアカシア、シダレヤナギ、シンジュ等 

倒木や落枝が危惧される樹種 ・落雪の恐れのあるマツ類 

・ナナカマド、エゾヤマザクラ、サトザクラ、ヒメリンゴなどのバ

ラ科の樹種 

・ニセアカシア、ポプラ類、ネグンドカエデ、パラソルアカシア、

シダレヤナギ、シンジュなど 

虫害が発生しやすい樹種 ・マツ類（アカマツ、クロマツ、キタゴヨウマツ、バンクスマツ、

ヨーロッパアカマツ、ヨーロッパクロマツ） 

・プンゲンストウヒ（マツケムシの発生が多い） 

・エゾマツ（エゾマツカサアブラの虫こぶが多発 

・カラマツ 

・アズキナシ、イヌエンジュ、シナノキ、ニセアカシア 

・ネグンドカエデ（アブラムシ、キジラミ、カイガラムシなどの発

生→スス病を併発→樹肌が汚れ排泄物の飛散による被害が発生） 

・エゾヤマザクラ、シラカンバ、ハルニレ、ヤマモミジシンジュ、

ヒメリンゴ、ポプラ類（ケムシやイモムシなどの発生） 

そ
の
他
の
迷
惑
要
因
 

トゲのある樹種 ・ニセアカシア、パラソルアカシア 

花粉症を引き起こす樹種 ・シラカンバ 

種子の綿毛が飛散する樹種 ・ポプラ類、ドロノキ（市街地での植栽は避ける） 

秋の落葉に時間がかかる 

樹種 

・ニセアカシア、プラタナス、ネグンドカエデ、シダレヤナギ、ア

カナラ、シンジュなど（一気に落葉せず清掃による地域住民への

負担となる） 

出典：寒地土木研究所「北海道の道路緑化に関する技術資料（案）」,2011をもとに作成。 

 

 

 

【表3-2-5】 

出典：「北海道の道路緑化指針（案）」P3-11 

監修：北海道の道路緑化指針（案）改定検討会、寒地土木研究所,2016 
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B1

B2 ×

B3

B4

B5

B6

B7

B8 ×

B9 ×

B10

B11

B12 ×

B13

B14 ×

B15 ×

B16

B17 ×

B18

B19 ×

B20

B21

B22 ×

B23 × × × × ×

B24 × × ×

B25 ×

B26 × ×

B27 × ×

B28 × × ×

B29 × ×

B30 × ×

B31 ×

B32 ×

B33 ×

B34 × × ×

B35 × ×

B36 ×

B37 ×

C1 ×

C2

C3

C4

C5 ×

C6 × × × ×

C7 × × ×

C8 × × × ×

C9 × ×

C10 × ×

C11 ×

C12 ×

C13 × × ×

C14 × ×

C15 × ×

2

( )

北海道の道路緑化に関する技術資料案（抜粋）北海道の道路緑化に関する技術資料（案）（出典：寒地土木研究所,2011）

【表3-2-6】道路緑化で用いる樹種の候補種
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【表 3-2-7 中低木、花卉類、グラウンドカバー等の候補種】 

分類 樹 種 

中低木類 ・アジサイ、ジャノメエリカ、エゾユズリハ、ラベンダー、ハギ類

（ミヤギノハギ、ヤマハギ、シラハギ等）、ハマナス、キンロバイ、

ハクロニシキ（斑入イヌコリヤナギ） 

花卉・グラウンドカバー類 ・ギボウシ（斑入り大葉）、グンネラ（オニブキ）、コトネアスター、

ビンカ（マジョール、ミノール）、エゴポディウム（バルガリータ）、

ラムズイヤー、セダム類、タイム・ロンギカウリス、秋明菊、ウ

コン類（鬱金空木等） 

・ベコニア、マリーゴールド、サルビア等 

 

 

（４）街路樹等の植栽方針 

街路樹等の植栽にあたっては、以下の項目に配慮し、美瑛らしい潤いや安らぎの感じられる

街並み空間の創出に努めます。 

（植栽方針） 

１）街路樹は、同一種、同一規格、同一間隔で、配植するよう努めます。 

２）同一路線で樹種を変える場合は、幹線道路においては、地形等で地域の特性が変化する地

点、生活道路においては１住区（概ね550メートル）を基準として配植します。 

３）高木の植栽間隔は、６メートルから10メートルを標準とします。 

４）新規に植栽する樹木は、幼木を大きく育てることを基本にし、樹高は概ね2.5メートルから

４メートルとし、幹周り（目通り）は25センチメートル以下を標準とします。 

５）周辺環境に特に配慮する必要がある路線については、緑量を実感させるために樹下植栽（※）

（根締め）を行い、緑視率の向上に努めます。 

６）自動車の出入りのために歩道縁石を切り下げる場合には、切り下げ幅を普通自動車におい

ては4.0メートル、大型自動車については7.2メートル（ともに変形縁石含まず）を標準とし、

可能な限り街路樹の連続性を確保することとします。 

７）平面交差点付近の歩道の植栽は、交差点の曲線部分又は隅切の起終点から10メートル程度

を目安に離すものとし、視距確保による安全性の向上に努めます。 

８）植樹場所の土壌が不良の場合は、根の活着が速やかに進むように、樹種に応じて一定の深

さまで、客土や土壌改良に努めます。なお、置き換える深さについては、「低木：30㎝、中

木：45㎝、浅根性高木：60㎝、深根性高木：90㎝」を目安とします。 

  また、生育土壌を確認し、排水不良の場合については、排水層の設置や盛土の検討を行う

等、生育環境の改善に努めます。 

９）道路と接する公共用地に十分な緑量を有した樹木が配置されており、将来とも確実に緑の

担保がとれる区間については、画一的な配植は行わず、これら沿道の樹木育成を互いに協力

することにより、連続した緑量を確保する方法も検討します。ただし、街路樹の連続性を優

先させる場合は、この限りではないこととします。 
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10）樹木の成長に必要な空間が確保できない場所については、中低木、花卉類、グラウンドカ

バー等の道路環境に適したみどりを配置することに努めます。 

11）公園や公共施設の樹木については、生育環境が広く確保される特性を活かした高木による

緑化を基本とします。また、植栽間隔等は、将来的な成長を想定した位置とし、健全に生育

した後も公園の利用につながるよう、開放的な空間が確保されるように努めます。 

12）広場やポケットスペース、駐車場等について、自然樹形で健全に生育できる空間が確保で

きる場合は、高木による「スポット植栽」を行い、緑陰等の確保に努めます。 

 

（５）街路樹等の管理方針 

街路樹の管理にあたっては、良好な道路景観（※）や快適な環境を保持するために、樹木の健

全な育成を第一とした維持保全に努めます。 

なお、街路樹等の保全管理や保護育成については、本計画の「第４章：市街地緑化の再生と

保全に向けた取り組み」にあわせて記載します。 

 （管理方針） 

１）定期的に適切な点検を行い、危険木や枯れ枝の除去を行うなど、安全で安心な環境の維持

に努めます。 

２）街路樹の美観を意識し、その機能や効用を最大限に発揮するよう適切な管理を行うため、

維持管理作業にあたる技術者の育成を図ります 

３）自然相似樹形仕立てを基本とした「整姿せん定」に努めます。なお、せん定が必要の無い

樹種については、「無せん定」として枯れ枝等の除去に留めます。 

また、道路空間が広く確保される場所や、公園、公共施設等では、可能な限り自然樹形を

活かした「無せん定」とし、周辺の安全性が確保できない場合等においては、自然相似樹形

仕立てとします。 

４）公園等で樹木が密集して見通しが悪い場所については、施設利用者の安全性を考慮し、間

伐等を実施して開放的な空間形成を図ります。 

５）せん定方法や補植適期など、樹木管理に関する詳細な技術基準は、造園緑化・街路剪定等

の専門的な指針に準ずるものとします。 

６）地域特性等を十分考慮し、良好な道路環境を保全育成するため、維持管理コストの確保と

効率化を図ります。 

７）「美瑛町道路河川愛護組合」の活動理念に基づき、行政と町民が一体となって、街路樹等

を健やかに保全管理するための取り組みを推進します。 
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第４章 市街地緑化の再生と保全に向けた取り組み 

 

１ みどりの再生と保全の基本的な考え方 

美しい市街地の景観づくりには、街路樹を健やかなかたちで保全する取り組みは欠かすことが

出来ません。それぞれの樹木には個体差もあり、限られた都市空間においても常に成長し続ける

ことから、良好な状態に育て上げていくためには多くの人の助けが必要です。 

街路樹が人々の生活に欠かすことのできない

様々な役割を担っていることを認識し、行政は

もちろん、町民一人ひとりがみどりを共有の財

産として、慈しみを持って守り育てていくこと

が望まれています。 

街路樹等の再生と保全の取り組みは、これか

ら新たなかたちで始まります。これまでの反省

すべき点は改善し、良い点はさらに発展させる

ため、美瑛町に相応しい手法を模索しながら、

自然と調和した素晴らしい街並み空間の再生を

ともに目指しましょう。 

 

２ 沿道と調和した街並み空間の再生 

（１）計画的更新による街路樹の再生 

老木化や生育環境の悪化により、倒木など

の危険性がある樹木や、大木化に伴う張枝に

より、交通安全や町民の生活に影響を及ぼし

ている樹木があるほか、連続して空き桝が存

在している路線も見られます。 

今後、危険木によるリスクや維持管理コス

トの増大が想定される中、将来を見据えて問

題のある街路樹の世代交代を図るため、植栽

後の経過年数、樹種等を勘案の上、主要道路

や生活道路などの道路環境を十分考慮し、そ

れぞれの特性に応じて計画的な更新を進めま

す。 

更新にあたっては、本計画の「第３章２項（３）樹種の選定方針」に記載する候補種の中か

ら、地域特性に応じた樹種を行政区や町内会等との協議によって選定するとともに、必要に応

じて専門家のアドバイスを受けることとします。 

 

 

【図 4-1-1】「美しい村づくり」植樹祭の様子 

【図 4-2-1】例：危険木の除去等により街路樹が無く 

なった道路。機能回復が求められます 
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（更新・補植の対象路線の目安） 

１）毎年せん定を実施しなければならない区間 

２）著しい根上がりが連続して発生し、通行に支障がある路線 

３）概ね１住区（概ね550メートル）において、空き桝が多く発生している路線で樹種の更新が

望まれる路線 

 ４）調査により危険と判断された樹木や老木化が著しい樹木が多くある路線 

（更新・撤去の対象樹木の目安） 

１）信号、標識などに接近しすぎている樹木や、交差点付近など交通の安全を確保する必要が

ある箇所において、見通しの確保を図る上で撤去が望ましい樹木 

２）植栽間隔が基準より狭く、間伐が必要な樹木 

３）その他、既存樹木が支障となり所定の有効幅員が確保されていない生活道路については、

街路樹の連続性や道路環境を考慮して、状況に応じて中低木等への更新を検討します。 

 

（２）シンボル並木の形成推進 

本町は多くの観光客が訪れている地域であ

り、市街地の入口ともいえる幹線道路は、ま

ちの印象を決定づける大切な場所です。 

これらから、街路樹が健全に生育できる空

間が確保された路線については、樹形の美し

さや緑量感のあるシンボル並木をつくり、街

路樹の美しさがまちの魅力となるよう努めま

す。 

 

（３）特徴ある緑化手法 

中心市街地の骨格を成す本通地区（道道天

人峡美瑛線）では、土地区画整理事業にあわ

せて街路樹を配植した際、沿線住民から意見

を募集し、ウメやコブシなど各町内会の特色

を持たせた樹種を選定しています。 

近年、街路整備を実施している丸山通地区

（町道丸山通り線）では、本通地区と比べて

道路幅員が狭いことから、フラワータワーや

プランターなどによる立体植栽による特徴的

な緑の空間づくりを進めています。 

今後も市街地の中核施設等を結ぶ主要道路

や観光施設に至る道路の緑化については、特

徴ある樹種の植栽などによって、美瑛らしい

街路空間づくりを進めます。 

【図 4-2-3】例：街路樹だけでは無く、地域特性に応 

じた緑化手法を取り入れ、美瑛らしい街 

路空間づくりを進めます 

【図 4-2-2】例：まちを印象づける道路には、シンボ

ル並木の形成を推進します 
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３ 街路樹等の保全管理 

（１）管理目標樹高の設定 

良好な市街地景観づくりは、道路空間や沿道の建物とバランスのとれた街路樹の創出が不可

欠であり、歩道幅員や車道幅員を考慮した管理目標樹高の設定が重要です。また、樹木が大き

く成長し大がかりな作業となることから、樹高抑制のためのせん定も必要になります。 

目標とする最大樹高は、道路特性や生育環境、樹種の違い等によって一概に設定できないこ

とから、緑化機能を十分に発揮させるために適正な高さを設定するものとします。さらに、歩

道幅員が広い場合や景観上重要な路線については、路線の特徴を加味し、十分検討することと

します。 

 

（２）道路空間確保のためのせん定管理 

街路樹は、車両及び歩行者の通行に支障とならないよう道路空間を確保する必要があること

から、成長した枝が道路標識や信号の視認を妨げないよう随時せん定作業を実施します。 

なお、道路環境と共存した街路樹の在り方を十分検討し、一般交通に影響の少ない場合は整

枝等に留めて、樹形を損なうようなせん定は行わないこととします。 

 

（３）街路樹と電線類架空線との共存 

街路樹と架空線が競合した場合、安全性確

保のため、架空線の周囲の邪魔な枝を過度に

せん定し過ぎて、形の悪い樹形を作り出して

いる例があります。 

街路樹や架空線はともに公共性の高いもの

ですので、街路樹の価値や効用を関係事業者

で共有し、架空線と競合する場合は、基本的

に電線のための街路樹のせん定は行わず、架

空線に保護管を設置する等の対応策を検討す

るよう、電気通信事業者へ強く協力を求めて

いきます。 

 

（４）落ち葉処理とリサイクル 

みどりの景観づくりには、沿線住民の協力が不可欠です。落葉対策については、極力住民の

理解と協力で処理を行うことを基本とし、腐葉土化に努めるほか、せん定枝についてはチップ

化を推進し、園路の敷材に活用する等のリサイクルに努めます。 

 

（５）病害虫駆除 

街路樹の中にはウメ等の果実を実らす樹種もあります。また、近年では大型の蛾虫の発生も

多く、害虫対策として薬剤の使用も行ってきました。今後もこれらの街路樹の適正な生育のた

め、病害虫駆除や計画的予防に努め、樹木の健全な育成を図ります。 

【図 4-3-1】例：架空線に保護管を設置することに 

より、街路樹のせん定が不要となり、 

良好な道路景観が確保されます 
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４ 樹木の保護育成 

（１）樹木の保護 

街路樹のある道路の改良や公園整備等にあっては、原則として樹木の移植は行わず、現地で

の保護に努めるものとします。ただし、街路樹の健全な育成が確保されない等、やむを得ない

場合はその限りではないこととします。 

 

（２）地上工作物の設置個所 

地上工作物（電柱、標識、仮設工作物及びこれらに附属する施設等）は原則、植樹桝（植樹

帯等を含む）に設置しないこととします。 

 

（３）車両乗入れ口の設置に伴う移植 

  街路樹は道路附属施設（※）として公共性の高いものであることから、歩道部の車両乗入れ口

を設置する場合は、植樹桝や植樹帯に支障のない個所に設置するよう協力を求める等、街路樹

の保護に努めます。 

 

 

５ 町民との協働による景観づくり 

（１）道路愛護活動の推進 

本町では、町内の道路及び河川に対する町

民の愛護精神を培い、その良好な環境の保持

に努めることを目的として、昭和60年に「美

瑛町道路河川愛護会」を設立し、恵まれた自

然と調和した快適な生活環境を保全するため

の取り組みを進めてきました。 

様々な情勢の変化により環境問題が大きな

関心を呼ぶ現代社会において、これまでの活

動を土台として、さらに愛護活動を発展させ

ることで、市街地のみどりへの愛着を醸成し、

官民協働によるまちづくりを推進します。 

 

（２）美しい村づくり活動の推進 

地域の重要な視点場となる街路等の景観は、まちの魅力に大きく影響することから、市街地

のみどりは、美しい村づくりに不可欠なものです。 

平成21年に設立された「美瑛町日本で最も美しい村づくり協議会」は、ＪＡや商工会、青年

団体や女性団体、学校や老人クラブなど、町内にある多くの団体によって構成される本町の地

域づくりの核となる組織で、この協議会では、これまで「美しい村づくり」というテーマの下

に、地域住民が共に汗を流し、花壇づくりや植樹、道路附属施設の景観色化など、自らの手に

よる「美しい村づくり」活動を町民が一体となって実践されています。 

【図 4-5-1】例：町民による道路愛護活動によって 

綺麗な市街地が保たれています 
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これらの活動は、職種や年代、性別を問わな

い町民の手で進められているため、その活動に

よって新たな人間関係が生み出され、地域の結

束・連携が強化されているほか、地域の担い手

育成など、人づくりの観点からも多くの成果を

上げています。 

今後も美しい村づくり活動を元に、町民や事

業者が街路樹の整備や維持管理に係わる機会の

充実など、地域と協働して街路樹を育てていく

よう努めることで、郷土愛を育み、地域力の向

上を図りながら、市街地のみどりが多くの人に

愛されるような取り組みを進めます。 

 

（３）景観づくりに関する啓発活動の推進 

街路樹等の市街地のみどりを育成し、健や

かなかたちで保全するには、地域住民の理解

や愛着を育てる機会を持ち、継続した啓発を

行う仕組みづくりが必要です。 

美しい景観を活かしたまちづくりを推進

する本町では、景観づくりに関するフォーラ

ムを開催するなど、これまでも自然環境の重

要性などを議論する場を設けてきました。 

今後も市街地のみどりや景観についての

理解を醸成し、住民協働の取り組みを更に推

進するため、広報誌やホームページなどによ

り、街路樹の効果や必要性などの街路樹に関

する知識の普及啓発を進めるほか、次世代を

担う子ども達への環境教育を推進し、市街地

のみどりへの理解向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 4-5-2】例：町民や事業者との協働による緑化活 

動を行うことで、地域の魅力向上につな 

がります 

【図 4-5-3】例：H28.8.5開催の景観づくりフォーラ 

ムの様子。このような啓蒙活動により、 

住民意識の高まりが期待されます 
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第５章 あとがき 

 

１ 「日本で最も美しい村」を目指して 

私たちが住む美瑛町は、今から百余年前、先人たちの血の滲む努力によって切り開かれ、農業

を軸として発展を遂げてきました。時は移り、人々の生命を育む空間が、それぞれの地域におい

て生活や文化、歴史、産業の営みによって表現され、人々を魅了する美しい風景を創り上げてい

ます。 

この美しい景観は、豊かな自然のもつ意味や価値が再認識される現代社会の中で、人間本来の

生き方そのものに問いかけ、多くの人々の心に感動を与える全国的にも貴重な資源です。そこに

は、多くの動植物と共存できる豊かな自然があり、人々の暮らしとその自然の恵みが調和する美

しい空間があります。 

町民のみならず訪れる多くの人々にとって、安らぎや感動を与える「丘のまちびえい」の景観

は、町民のかけがえのない財産です。 

 

本計画は、市街地景観の再生に向けた基本的な方針を記載しておりますが、今後の取り組みを

行政と町民が一体となって進める中で、新たに必要となる事項を盛り込みながら、自然と調和し

た他に類を見ない素晴らしい生活環境を創出することで、本町が将来に渡って持続的に発展して

いくことを目指しています。 

 

本町に関わる多くの人々の手によって、「日本で最も美しい村びえい」の名に恥じない市街地景

観をともに守り育て、自然と調和したすばらしい生活環境を「かけがえのない財産」として、次

世代を担う子どもたちに引き継いでいきましょう。 

そして、「いつまでも暮らしたい」「いつか住んでみたい」と誰もが感じるような郷土をとも

に創りましょう。 

 

 

 

２ 参考文献 

 

○道路緑化技術基準・同解説        （公益社団法人日本道路協会） 

○北海道の道路緑化指針（案）       （北海道の道路緑化指針（案）改定検討会） 

○北海道の道路緑化に関する技術資料（案） （独立行政法人土木研究所寒地土木研究所） 

○みどり豊かな街路樹の造成マニュアル   （北海道立総合研究機構林業試験場） 

○北海道の街路樹－街路樹の種類と事例集－ （北海道立総合研究機構林業試験場） 

○旭川市道路緑化指針（案）        （旭川市） 

○北見市街路樹再整備計画         （北見市） 
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３ 用語解説 

 

「ア行」 

○移入種 

道内には自生しないが、国内（本州）から持ち込まれた植物（北海道の道路緑化に関する技

術資料（案）） 

  

「カ行」 

○外来種 

国外から人為的に持ち込まれた植物（北海道の道路緑化に関する技術資料（案）） 

○強せん定 

樹木の太枝を深く間引く作業 

○グラウンドカバー 

地面を覆うように育つ植物 

○高木 

完成樹形の樹高が３メートル以上で管理するもの（道路緑化技術基準･同解説） 

 

「サ行」 

○自生種 

地域に古くから自生している植物の種類 

○自然樹形仕立て 

樹種固有の樹形を最大限に尊重しつつ、良好な生育と美しい樹姿の維持に不要となる枝葉を

せん定した樹形 

○自然相似樹形仕立て 

生育空間の制約上から自然樹形仕立てが困難な場合に、自然樹形を縮小するようにせん定し

た樹形 

○自転車歩行者道 

自転車と歩行者を混合交通させる部分を設けたもの 

○樹形 

幹と枝によって構成される樹木の形のこと 

○樹下植栽（根締め） 

樹木の足下に草花等を植えること 

○植樹桝・植樹帯 

縁石等により区画して設けられる桝状あるいは帯状の形状で、樹木を植えるための道路施設 

○整姿せん定 

余分な枝を落とし樹木の形を整えること 

○せん定 

樹高の抑制や樹形を整えるため、幹の頂部や枝の一部を切り取ること 
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「タ行」 

○中木 

完成樹形の樹高を１メートル以上３メートル未満で管理するもの（道路緑化技術基準･同解説） 

○低木 

完成樹形の樹高を１メートル以下で管理するもの（道路緑化技術基準･同解説） 

○道路附属施設 

樹木、照明、標識、情報管理施設など、円滑な道路交通の確保や管理上必用な施設で道路法

において規定されているもの 

 

「ナ行」 

○根上がり 

街路樹の成長に伴って肥大化した根が、舗装や縁石等を持ち上げることによって、凸凹な状

態を生じさせること 

 

「ハ行」 

○配植 

道路、公園などの一定の区域に、目的に応じて適切な間隔や場所に植栽すること 

 

「マ行」 

 ○無せん定 

通行の安全を考慮しながら、基本的に樹木の樹形を整えるなど、枝のせん定をできるだけ行

わず、自然の成長にまかせること 

 

「ラ行」 

○緑陰 

樹木の茂った陰、木陰のこと 

 

 

４ 巻末資料 

 ○街路樹の事例写真（別添） 

出典：北海道の街路樹－街路樹の種類と事例集－ （北海道立総合研究機構林業試験場） 
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